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ています。1113和35壬F-4月末日頃とE記憶しています

が、思いがけなくも産卵していたので、大喜びし

ました（ζのきじは1シーズン2卵しかうまない

）早速屯気ふ卯甘誌に入れてやりました。25日後K

）~~：ふ化lζ成功しました。 （初めてせいらんのふ

化日数を知る） 育おI~で特iζ気づいたのは天候特に

湿気K敏感で雨天の場合は元気がや L落ちたよう

です。

釧’から育てれば、きじ類より1日和でよく邸｜｜れま

す。成長の度合は他のきじよりや Lおそいようで

した。 初拐のうちは初雌用の配合飼料 （チyク

フー ト〕を1週間与え、その後20日間程は巾縦汗j

オーノレ＜ ・；； シェlζねり餌玉忽も少量与え、虫類も

1日2～3111与えました。その他みをさ ・おのみ

．あわ ・とうもろ乙し ・小麦なども与えてみたが

よく 採食し、60日伎で体重262g、120日で 800il 

と成長し現在も元気でおり ます。非常によくなれ

て入って行く と、餌をねだって後からついてきて

手から餌をもらって食べます。

冬は鶏舎に硝了戸をつけて寒風にさらさないよ

うにしてやりましたが、夜間は判別κ暖房はしま
せんでした。そのうちにだんだん馴れ、元気で春

先になって、朝夕ホオー、ホオーと感高く 鳴くよ

うになりました。餌［ζ もうまく いき暖くなると

ともに合内外全部開放してやり一応飼育K成功し

今月号はきじ知の特集なので、きじのなかまで

大変珍らしい、せいらん（ArgusPheasant）の紹介

と当困でふ化育興した記録について、お話しして

みましょう。

とのきじは、タィ ・7 レ一半島・ス7 卜ラ ・ボ

ノレネオK分布し、せいらん ・かんむりせいらんの

2種類があります。くじゃくに近い大きさで、休

の地色は褐色、 全身lζ微細な小紋~6fiの美しい斑紋

をもっています。J::f:の羽根は普通のきじとちがっ

て広く、メLい輸のもようをつけた長さ l.5m位も

ある立派なものです。

かんむりせいらんは名のどとく 、後頭部lζ直立

した羽冠をつけております。

我が国でも＇i'J1'（徳川時代頃）から、茶の協のは

ぼうきとして、現在にいたるまで珍重されていま

す。

京都やぷj；止の 1~i·いお寺lζは鳳l弘の絵や彫刻lがよ

く見受けられますが、乙れは1-1」闘で昔のいい伝え

を恕像してせいらんやくじゃくの］診をとり入れて

削り出したのではないかと言われています。

かんむりせいらんは、我が国では全く見られま

せんが、せいらんの飼い方といっても、大休くじ

ゃくとほ Y同じです。くじゃくの削い方は前号で

紹介しであります。

せいらんは戦後では昭和31年12月lζ入って来て

おります。大変貴重なさじなので、特別なJ:iJヂ？を

選定し、 そζで放し飼いとして、野犬やいたちlと

襲われたり、又泥棒lζ盗まれないようそれは大変

な気の配りょうでした。

入国当時はちょっとしたととにも、非常lとζわ

がるなど、とても神経質なきじで餌付きも悲く 、

心配でした。飼育者は何とかして餌付きをよくす

るため、きじが好みそうな多くの騒類の飼料を、

種類}jl]IC:::1箱1箱6～7種類ならべてみたとζろ

好んで食べておりました。もう一つ心配な乙とは

やはり寒さに弱いζ とです。

せいらんの飼い方

戸.I>-

し

) 

4島』

lζ生活の領j或を侵す事なく 、かといって友交関係

を結ぶわけでもなく 、柘く自然lζ、共存しており
ます。

信仰上、殺とI::を許されぬ人種が多く 、従って鳥
類は危害を加えられる事もなく 、人間と九類との

関係は、互に無関心と云っても過言ではあります

まい。無気力な人間と無数のカラス（真呉なのは
少く 、灰紫色の背をした美くしいものが殆どです

）、足もとをうろうろと歩くマイナー （ムク鳥の

一腫、三極類が普通にみられる）等、私共が日常 J 
烏l乙対して抱く感情とは、およそ臭った世界をみ ー 』

るのです。

しかし一歩郊外κか L りますと 、 i＇｛~みき っ た空

気と、どとまでも続く平野が美く しく聞けます。

ちょう ど二月迄は、i:iZJ切にあたりますので鳥類
の生楼地も限られて居るわけです。水があれば必

ず村があり、牛、山羊が放牧され、空』ζは禿騰が

}'Ifい、極彩色の美くしい鳥がよ4られるのも、そん
な場所なのです。

廃品並の亦レンガlζ休むインデイアンローラ一一

見地味なこのt0も、パッ 卜飛び立つと群青の翼が
目に痛い程.（ff.かlζ｜りとえます。ギャーギャーとうる
さく騒ぎながら襟木にたわむれるキングルパブラ

ー 孤独なキングフイッシャー。夕映えに、三三

五五、キ一、キ一、キョーと寝ぐらに帰るのであ

らう ワ カケホンセイインコ、コセイインコ のjj~ぷ

紘は、哀調をおびた美しさがありました古城の大

理石の美し〈装飾された墜に遊ぶインコの印象も

又、豪華さ と、優美さにあふれておりました。
赤土の荒原に印度孔雀が美くしい雄lと率いられ

て五羽、六羽、或るものは餌をついばみ、羽を整

える姿も又印度ならではの感があります。荘、のア

トリエ lとも l~I 然解化の母子等、 今七羽の印度孔雀
が放たれていますが、其等とはうく異って、人を：会・

せつけぬような威厳を保っているかのllrlく感じら
れました。

寺院や士官跡の庭では常時散水されるのですが、

出し放し』となっているホースの口のと乙ろに入れ

代り、立ち代り、政々な烏が集まって水浴をして
おります。

愛婿のあるJiJiの羽根を開ぢたり聞いたりするイ
ンデイアンフープー。lモを上げると下尾筒の深紅
が美くしいパノレ フ’ノレ。 ii~紺lζか Yゃく j丞の長いブ

ラック ドロンゴ、制｜｜長い尾をかざして飛び‘かう蜂

喰い。ブーゲンビリアlと群れるサンバード等、名

も知らぬ機々な烏が、いかにも楽しげに、のびの

びと生活しておりました。 （つづく）

く京都市立美術大学講師 ・日本l画家〉

1誌や花ばかりを題材にして描いてきた私にとっ

て、熱国の風物をまのあたりに見たいという願い

は、学生の頃から持ち続けてきたものです。その

極彩色の美しさlζは非常な魅力を感じながらも自
然lζ生楼する様を想像するのみで、実感として把
慢する事が出来ず、いたずらK禽舎に遊ぶ様を眺

めているばかりでした。

年末の出発を予定していましたと乙ろ、たまた

ま約二週間の旅程で印度の仏教遺跡を巡る、パー

ティーに誘われて、十二月初め、 あわたYしく出

発しました。

カJレカ ッタを振り出しに、パトラ、ベナレス、

デリー、アグラ、カジユラオ、ボバーノレ、ボンベ

イ、オーランカツイー卜＼マドラスと、飛行機やコ

ーチ、タクシーを利用して移動致しました。

或る時は、まだ夜の明け切らぬj辰野を走り、〉く

或る夕暮は、その赤紫の夕映えの芙くしさに一日

の疲れを忘れてしまいました。

カノレカッタを］哀封印c::::H；はデリ ー、アラビアj毎jギ
のボンベイ、ベンガノレ湾のマ ドラ スと、緯度にし

て22度経度にして22度の差があるのですから気候
風土はもとより人種も紋々ならば、生接する鳥類

も、又換毛期も異なっておりました。
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？ にじきじ0（西ヒマラヤ）
羽がニヅの綴Ir金属的なかYやきがあり美し

い。 i＼＇~11JIζすむので！？.· さ IC: は ~~｝い。 当図で毎
年人工ふ化して、ひなを育てている。

からやまどり 0（中悶）

このきじは数が少く珍らしい。春先になると

写真のようにディスプレイする。

動助 国クラフ
鳥は美しい動物です。特lζクジャク、

キジの仲間lζは美を競うスターたちが揃

っています。当園の36種類の仲間の代表

的スターをそろえてみました。

キジは日本の国鳥！ζえらばれています

(1947年〉

やまどり （日本） 0 

「l4:固有の九で全
｛本が亦銅色をしてい

る。

繁地はむつかしい。

このJみは当閣で卵か
らふIt育成したもの
です。

↑おじろこしあかきじ （タイ、ス 7 トラ産）0 

大型の美しL、キジ。

顔は青い仮面iをつけたようです。

かけい （みみきじ）古

（東北中国）

森林にすむ大砲のきじで、 非常に
fl，~~、幼い。

ホホIC:白い；j:jがあるのでミミキジ

ともい1コれる。

←はつかん占

( rlヨ凶南11ll)

しろさじ ♀

｜↓  
おながきじ c 
(1jq1~西北部）

f己が非常に£.？：く 、1.5m 
以上にもなる。

禽合l付でもよく繁殖す

る。

↑きんけい古（q:1同西南部）

黄金色の美~J~なキジで一般によく飼
われている。

2月動物園日記
① l J-J号の動物悶ニュースで紹介しましたチンバンジーのキャン
デーちゃん．あしかのカーコちゃん、たぬきのアキ jニちゃんの
演技トリオは前人気が上々で、作新聞社も大きく取り上げ、広
く紹介するため取材におしかけました。
②昨年6月当閣で生まれたあしかの亦ちゃんは元気に大き くなり
このごろやっと出It乳JPHc:入ったのかお魚をくわえるようになり
ました。

③ 7 レーじゃこうねこのA、ちゃんが＇ I・：まれました。ゃぎの亦ちゃ
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⑬ かもしか闘のはなしか（めす）が尖似をうけて加f夜中です。て
ながざるも冷え込みのため下痢をしていますので1!2l)5}宗に入れ
てやりました。

② ゴリラのゴリ Itは遊び相手をJたなって返厄lなのか校flをすっか
り壊してしまい、急いで修Pllをする乙とlζしました。

⑬ 近くIL¥filiする｝予定だったニノレガイのめすは：.：d'l：肺炎のため死に
ました。

⑬ ライオンは近江i、近親繁殖のためか繁婚率が慈くなってきたの
であやめ池動物｜溺とお互IC:めすライオンの交換を行なうζとに
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’＼。ツトを訪ねマ

鳥と 暮 して 60年
都島区部品本通lの5

西田善次郎さん

イ手はそ乙までやってきました。

淀川ベリにボー トの姿もチラ ホラ見える。2刀

の或る口、都白紙のたもとにある西凶さんのお宅

を訪ねました。

うず高く砧まれた材木の間を通り抜けて2階の

一室iζ策内された。三畳ばかりのζの引が山ー凶さ

んの仕事部屋である。本臓は、手広く常む材木屈

さんだが、あきない

は、息子さん夫婦lζ

まかせっきりの云わ

ぱ御隠居さん。専ら

.nを相手の1JJ;「lだ。
だから、乙の主もそ

のための専用郊崖で

ある。コマ、メジロ

ホオジロ、ヤ7 カ。ラ

~；：の能が所狭しと占

f!l'iしている。すべて

皆、 iJI野での獲物である。

西国

側、と云ってもE支「1 1の 2 時iζ起きて変•II ヒノレマン

を駆ってJJl¥Iζ出掛ける。5時、皮l悶けと;JUζ.nを

求め、夕方・デコボコ道を定り／｜さら家協につく。

「小さい時から机父lζ連れられてよく鉄砲常ちに

行きました。小学校！と上っても九キチは俗々品ず

るばかり 。 先生の目を盗んでは机の •JI 出しにスズ

メの j乙を入れて弁当の御飯をやるのです。勉強は

そっちのけ。 チーチー鳴くのがたまらなく吋変か

った。おl去で先生lζ見付かつては教室で立たされ

たのを憶えていますj

戦災、火災と二度、三度焼けた時も.nだけは離
さなかった。

Tr工iから飼い烏へと夢はふくらんで行った。ク

ジャク 9羽を始め、キンケイ、 ミカドキジ、サン

ケイからオナガドリまで、約 200 羽のJ.~たちが引

在の相手である。たくさん故んだ材木小出の2階

動物園ニュース

春近い動物園

2 月の前半は※肢の米11~を受けて、依然として

寒い日が続きましたが、後三｜幻ζ科のきざしが感じ

られる日が時々あって、動物悶を訪れる方も近年

Kなく大勢ありました。〉く、動物の動作lζもζの

様なものが観終せられます。7}<.I；；の鴨の仲間は暖

かい日lとは水面をはばたいて、はしゃぎ回り、羽
が1’川、屋である。お手のものの材木ですべて手作

~ ..... 』 のつくろいも楽しそうに一段と念入りにめかし込
り。金網までも自分であむ。メ ジロやウグイスた

ちの竹篭も、汁j皮の篠山で求めたスス竹－でr1分で
コツコツ刻って見・j'j:な竹能を作り上げる。

「今時分、とんな竹で能をf1：る人なんて居りま

へんやろ」と云い乍

ら、竹の；切り占、倍

きJi創lみ）Jをr話され

る。そ（までヤマガラ

が椛んにコツコツコ

ツコツ、と止り木を

たLいている。

「係のおて｝：りより

むのii十話がノ〈’JJな人

で・・・Jと笑いノドら奥

さんも請してくれた

「その好きな；nも近頃は糖尿が山て医者からJ.L

んと愛 鳥

められてサッバリですわ。」 と60年近くも九とと

もに心してきた西Illさんの顔には一抹の淋しさが

いっぱいに漂っていました。

（＂リ｜｜ 道山）

表紙の写真説明

しろくじゃく

純白のドレスをきたような消楚なすがたを

池の践に写してウッ卜リ。

6
 

んでいるようです。

2月3日には、小獣舎の一角で、マレーじゃ ζ

うね乙が出産しました。

しゅばしζ うも、春のシーズンをすばやく察知

してか、 I拘でカ夕、カ夕、カタと互に歌をかなで

る動作が目立ってきましたので、 2 月 6 日産~を

充分作ってやりました。

今年も産卵、ふ化は雌実と思われます。3年辿

続の本邦のレコードlζ飼育係は大いにはりきって

おります。

「都鳥」みやこにノボる

〈上野動物園と初の動物交換〉

どうした乙とか束京「都民の烏JIC選定されて

いるゆりかもめ（みや乙どり）が上野動物園！と 1

• 羽も飼育されていないという乙とで、ζのたび動

l， 物交換の＂ ＇し抑 制 、天王寺動物園からは3月
3日lとゆりかもめPPJとみやまはつかん2羽を送

り、上野からは翌4仁lにはいいろやけい2羽が送

られてきました。 「みや乙どり」は伊勢物語など

で有名な歌人業平lと「名しをはばいざζ ととはん

都鳥・・・・」と恋人の行ブJをたずねられたほど、昔

から東京地）jにはなじみの深い烏で、現在でも冬

季になるとシベリヤの東北部やカムチヤヤッカか

ら渡ってきて｜判凶川や阜居のお誌などにたくさん

群れ飛んでおり、者15民lζ親しまれているようです

乙のような交換を通じてなるべく多くの種類の動

物をみていただけるようにしたいものです。

・ラクダ、カンガルー放飼場

完成（予定） 3月下旬。総工費6,480,000円

而杭1,600m2－。

乙れが完成しますと現在仮ずまいで、ヤギ、ひ

つじなどと同居しているひと ζぶらくだや、購入

予定のふた乙ぷらくだがのんびりと歩く姿が見ら

れます。文、ととには赤や灰色のカンガーJレも収

容されます。

・ペンギン冷房舎

完成（予定） 4月下旬。総工費9,200,000円

冷房室5277Z九

冷房室は3（古の広さになり、室内温度はサーモ

スタッ卜により常時14°c平均lζ保持されます。
現在のは少し故障がちで感夏』となると氷の補給な

どに追われ、主内湿度も不調気味でした。昨年、

キングペンギンが2羽も抱卵したのにふ化しなか

ったのもそれが1似因？。

部j尋も広くなり、室内仙のA＜も冷却できて、夏
も “ 1-fi』1~i ” 住まいのできるぺンギンさん。今年と

そうれしいニュースを聞かせてくれるものとJlljf与
しております。

春季動物慰霊祭

3月2111 （点分の日）恒例の慰主祭が行なわれ

ます。

日どろ私述：のために役立ってくれている家畜や

動物園でなくなった動物の誌をなぐさめるための

行事です。ものいわぬ動物lζ対する感謝の気持を

深くしたいものです。
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